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慢性副鼻腔炎による病巣感染の研究

第3報病巣感染病巣の肉眼的並に病理組織學的檢索
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　私は第1報，第2報に於て，慢性剥鼻腔炎を原病葉とした痛慎感染に就いて，心電図を用いて瞼討

し，108例申13例に病巣感染の存：在を濾認し，夫等の心電図変化，並に一般臨淋所見等を報告した

が，本疾患に依る病巣感染に於て，・原病巣自体の変化如何に閏しては未だ殆んどその記載はなく，病

巣感染原病巣に特異の所見が有るか否かと云う点は金く，Pt　il月のまSに放置されて居る。依つて私は之

等症例に就き，原病巣たる副鼻腔の肉眼的，並に病理阻織学約検素を行つて，之等の因果関係を究明

する目的で本研究を行つた。　　・

ll研究材料並に研究方法

　　．本研究の材料も前報迄のものと筒じ患者108例，上

　顎洞例184側，箭骨蜂窺147側を用いた。之等に就い

　・．ては手術酵に洞内変fヒを肉眼的に精査し；更に手1荷時

’に摘肌醐膜の中，鱒国fたもの迫部の5蝋

・．即端1轍述べた心醐，1・洞鋼醐見のあ翻の

　ぢ．例，、8．側及び障綱現iのない踊例，、46側を型の
・／

　、如く，10％フオルマリンで固建し，更にパラフイソ鋤

撫，ヘマトキシリソ・エ．才ジン歪染tatt施して標本を

作成して検鏡した。

皿成 r績

　肉召艮的検索成綾　　　　　　　　　　　　・

　上記の材判を用いて，洞内の潴溜膿汁の有無，並に

その性状，及び洞粘膜の肉眼的変1ヒ等を検索したが，

慢性1継鞭淡粘膜変化は複雑で，同一洞内粘膜ですら

場所に依つて所見を異にする事が多く，之を一括して、
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分頒するのは困難であ

るが，II：、jek①（1905♪》

）・k　nag，　se②（1928），片

岡⑰（昭16）等の所見

を妥当と見倣し，之を

参考として，浸潤型，

浮腫型，繊維型及び正

常の4型に分け，膿汁

の性状も叉膿性（乾酪

性膿汁を含む），粘液乃

至粘液膿性（以下粘膿

性と1略す），漿液性にク〉

類して観察したが，之

等諸変化を更に心筋障

碍群と対照］洋に分けて

線括集計したo

　以上を規準にした成

績は図表①に示した

図表（1） 上顎洞，箭骨蜂策粘膜変化と心電図変化との関係

　　　　　　　上　顎　洞

δ逝寧b
d図変化＼

浸潤型 浮腫型 繊維型 正　　　常 計

Φ変化有
　2
i10．0％）

11
i55、0％）

　7
i35．0％）

0

←－

@20側i10．9％）

変　化無 31
i18．9％）

71
i43，3％）

61
i37・2％）

1（0．6％） 164
i89ユ％）

18↓側

飾　骨　蜂箕

＼粘膜変化

ki＼1㍉閏型 浮腫型 繊維型 正　　　常
計

　r

ﾏ化有 　3i17．7％） 　9i52，9％） 　3i17．7％） 　2i11．7％）
17側
i11．6％）

変化無 　15
ﾐユ．5％）

　70
i53．9％）

　　　一
@27
i20・8％）

　ユ8
i13．8％）

　130
i884％）

｝｝1一 一

147側

如くで，肉眼的変化としての粘膜病変と心筋障碍所見

との劇紅就いて見ると，上鋼同パ蒲酬案は共セこ一

般に粘膜は糎型を示すものが釦・が，更に上顎洞で

は心筋障碍群は浮腫型を示すものが55・0％を占め，

対照群の43．3％・uこ比すれ醐雪移かつた。然し節骨蜂

箪に於ては斯かる差異は認められなかつた。

次に洞内潴溜膿汁の有無と’心筋障醐品との関係t／：一

於ては図表②に掲げた如くで，少くとも1洞に潴溜

膿汁の有るもの坤で・心筋障尋所見を見たものは

22側中20側，91％を占め，幽所見の無いものは

173側中119側，68．8％であつた・従つて之を嬬卜

学的に検討すると4％以下の危険率で心筋障碍は副鼻

腔に潴溜膿汁を有する場合に惹起さix易い，換言する

と，所謂蓄膿症の際に病巣感染が発現さオ賜いと訪

結果を得た。

次に膿汁の性状と心筋1鞭所見との関係は図表（3）

の如くで，本研究の材料が所謂酬《剛鼻腔炎で手術の

対照となつたものである為か漿液性のものは見られず

専ら膿性乃至粘膿性のものが共の全部を占めて居たが

上顎洞内膿汁は心筋障i暑群18側の中粘膿性15側

（83．4％），膿性3側（16・6％）に対し，対‖貧群は夫々

65．7％，34．3％であり，之を推計学的に見ると：　O・6％

以下の危険率で粘膿性の場合に心筋障碍所見の出現率

図表（2）
全検索例，膿汁の有無と心電図変化との関係

㌃丁興竺1変化無

有

上顎洞，箭唱蜂案
共に膿汁有

二E顎洞のみに膿汁有

（耀醗の手製
有）汁手膿のにみみのむの案含案蜂を蜂骨例翻師術寵ー

無（上顎洞，飾骨蜂案共に膿汁無し）
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図表（3）

瀦溜膿汁の性状と心電図変化との関係

　　　　　　上　顎　洞

一

変化無 変化有

粘　膿　性
15側（83．4％）

膿　　　性

　　63側
v65弦£L　　33側　（34，32の

　3側
i16．6％）

計 96側 、18側
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飾骨蜂案

膿瓢』化無
粘膿性（63側76．8％）

膿
性　（19側232％）

計 82側

変　化　有

11側
（78．5％）

　3側
（21・5％）

14側

は大となる事が明らかになつたが，然し節骨蜂箆に於

ては膿汁の性状と心筋障碍所見の有無との関係を推計

学的に意味づけ得る様な結果は得られなかつた。

　病理組織学的検索成績

　上記54側の材料を用いて検鏡した個々の成績は図

表（4）に示した通りであるが7t夫等を心筋障碍群と

対照群とに総括して比較して見ると図表「5）の様にな

つた。即ち本成績の個々の所見に就いては大凡片岡⑫

（H’G　16　）等の成績と一致して居るが，各所見を心筋障

碍群と対照群に分類対比した成績に於ては心筋障碍群

には全例に充血所見が見られ，血管殊に小動脈」血管；左

の肥厚，膨化所見は対照群に比して出現率は遥かに多

く見られた他は両群間に所見の出現率に著しい相違は

見られず，殊に従来よりアレルギー性変化と言われて

来た，浮腫，エオジノフイリー，繊維i素様膨化等の所

見には推計学的に検討しても，両群間に有意義な相違

は得られなかつたが，唯特記すべき事は対照群にも所

謂アレルギーll生変化と云うぺき所見を有する症例が

予想外に多く，繊維素様膨化所見に就いて見ても46

側巾22側（47．8％）　eこ達した事は注目すべきものと思

われた。

IV考 按

　病巣感染の発生機序は今日迄の所，未だに結論を

得て居る訳ではないが，一般にBillhn9ε③（1912），

Rosenow④（1913，等の主張する，血行乃至琳巴行を

介しての原病巣内細菌の伝達にょると云う細菌説と，

Stahl⑥（1937；，　Gut・zeit⑥（1937）等の云う菌の有

無に関せず慢性化膿1生炎症があると，その病巣内に生

じた組織分解産物毒素等が吸牧されて抗原となり，

抗体を生産して，所謂抗原抗体風芯によるアレルギー

現象が惹起され，主として間葉組織に病変を来すと

云うアレルギー説．更にVeil⑦（1937），　Berger⑧

（1939）等の云う抗原として連鎖状球菌或は其の分解

産物の存在を不可倣とする中間説等があるが，本邦に

於ける趨勢もアレルギー説，特にVeil等の説を支持
　　　　　　　　　　　が
する者が多く，i実験的に之を証明した岡林⑲（昭15）の

家兎副鼻腔設窓法に依る実験，東条・片桐⑭（昭16），

宮崎⑮（昭21）の大黒鼠を用いた報告等があり，更に

堂野前⑯（昭24）は家兎腹側皮下に作つたアロィPナ

一ト膿瘍1こ溶血性連鎖状球菌のL“L一定量を反覆「tX射して

心臓のみに選択的にアレルギー性変化を惹起させ得た

事を報告して居るo

　斯く，病巣感染がアレルxil　一一の機序を介して惹起さ

れるとすれば，菌存性の病巣に発生した抗原性物質は

他の病原因子と共に遠隔作用を発庫して，身体他部に

アレルギー性変化を惹起させると同時に，原病巣の病

的組織へも反転の形式を取つて，アレルギー性病変を

起す可能性が老えられる（岡林⑰昭25）。特に副鼻腔

炎の如き定型的慢性化膿性炎症では原病巣は細菌自

休，毒素，或は菌体，組織等の分解産物等の屡次の侵

襲を被る訳であるから，夫等が吸敗されて抗原とな

り，抗体を生産して抗原抗体反応としてのアレルギー

が惹起され，原病巣たる副鼻腔粘膜にもアレルギー性

所見が屡々見られるであろ国ギは想1象に難くない所で

ある。然し病巣感染病巣のアレルギー性所見がどの様

なものであるかに関しては，僅かに今井⑲（昭17）が

諸臓器のアレルギー性組織変化を伴つた慢性副鼻腔炎

の1剖検例に就いて報告し，この際諸臓器のみなら

ず，副鼻腔粘膜自体にもアレルギ’一性変化を見た事を

記放して居る以外には，余り系統的な観察は為されて

居らぬ様である。

　斯かる観点から私も本報の研究に於てはアレルギーn

性所見の検出に主限を置いたのであつて，其の成績を

今，一括すれば，第1に肉眼的変化に於て半↓il膜の浮腫

型のもの，所謂蓄膿症のもの，及び潴溜膿汁の粘膿性

のもの等が，対照群に比して心筋障碍群に多いと云う

結果を得た。之等の結果は，勿論之丈けでアレルギー

性変化との関連性を云々する事は出来ないが，。然し，

少くとも上述の見解と矛盾した結果ではないと云う事

丈けは云い得よう。次に，病理組織学的所見である

が，之に関しては，病理組織学的に云つて，如何なる

変化を以てそれをアレルギー性変化と見倣し得るか，

換言すればアレルF’　一一の診断的恨拠如何の問題であ

る。従来の見鰍こ従えば，アレルギー性組織変化の基

本形式は局所の浮腫，白血球7就中好エオジン細胞の

浸潤，結締織の膨化局所循環障碍等が挙げられて来

たが，今Elに於てはこの見解にも可成りの変遷を来し

た。即ち之迄にアレルギーの主変化と見倣されて居た

浮腫所見は，一般炎症時にも必発するものであるか

ら，アレルギーに特有な所見であるとは云い難く，急

激，且つ広範囲に亘る場合にのみ意義を有するものと

考えられる様になり（Pr。etz⑨1930，　Han8e1⑩，⑪

1930，1936，武田⑩昭19，藤巻⑳昭23等），叉組織内

のエオジノフィリーも古くから注目されて来たが，

Eppinger，　K：unmerer等の研究に依れば，アレルギー

性炎症時にそれの存在する事は事実であつても，その

存在は必ずしもアレルギーを意味せず，又アレルギー
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図附（1）

血管壁，間質の著明な繊維素様膨化所見及び浮腫，出血所見

＼／／
血管

一出」血

（ユ20㈲
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図附（2）

著明な間質の浮腫及び血管壁の繊維素様膨化所見
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の強さとも平行せず，従つて必ずしもアレルギーに重

要な組織変化の1つとは考えられなくなつて来た（武

田⑲昭19，仁保⑳昭26）。叉最近に至つて天野⑳（昭

24）がアレルギーの際の抗体形成は形質細胞中に含ま

れるγグロブリソが主役を演じて居ると云う暫たな説、

を述べ，アレルギーに於ける形質細胞の重要性を指摘

して居るが，未だ一般には認められて居ない状態であ

る。然し乍ら一方，仁保＠（昭26），藤村⑲（昭26　．h

猿渡⑳（昭26）等の如く，ぷ日並に動物の慢性剛鵬

炎粘膜に繊維素様膨化所見を，特にその血管壁に於け

る該所見を認め，之をアレ・・ギー診断の有プ咋変化と

して掲げて居るものもあるo

　以上の如く元この間題は必ずしも一致した見1惇に到

達して居る訳ではないが，私は上述した色4の見解を

勘考し，検液して見ると，nd般炎症所見の他に，今述

べた様な所謂アレルギー性変化と云われて居る所見が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　v・結

　可成り認められるのが注日された。然もその出現頻度

　を心筋障碍群と対照群菅こ此較した場合に，推計学的に

　検討しても両群間に有意義な相違を見出し得なかつ

　た。この様に対照群にも所謂アレルギー性変化所見を

．1呈髄⑭が多いと云増実は文寸照群の中にも原纐
　にテレルギーの状態を呈して居るものが多く，唯之等

　が所謂遠隔作用による心筋障碍所見を明示するに至ら

　ず，その為めに心電図変化の出現をも見なかつたと解

　釈される。換言すれば，原病巣のアレルギー性変化を

　来たして居るものは多いが，心電図に依る心筋障碍所

　見が発見されるのは，その一部分tこ過ぎないと云う事

　である。⑳馴剖難副離炎の予後を知る上の1つ

　の興味ある事実であると共に，更に他の検索方法に依

　れば，他に何等かの全身変調所見が見出されるかも知

　れぬと云う可能性を示唆して居るものと考えられる。、

　　この点｝玲後の研鋼こ期待したい。

　　論’、，．，』　．・　　’tt，

　慢性副鼻腔炎を原病巣とした病巣感染に於て？’前報迄と同じ108例の慢性副鼻II空炎恵者に・洞内瀦

溜膿汁の有無，その性状，及び洞粘膜の肉限的変化等を検索し，更に手術時摘出しだ粘膜の中，保存

し得た上顎洞粘膜54側，心筋障碍のある4例，8側，及び障碍のない25例，46側に就いて，病理

組織学的検索を行つた。其の成績は肉限的変化では心筋障碍所見は浮腫型に，瀦溜膿汁のあるもの即

ち蓄膿症に，叉膿汁の性状は粘膿性のものに出現頻度は大であつた。叉病理組織学的には個々の所見

は従来の諸家の記載と略同様のものであつたが，・之を心筋障碍群と対照群とに総括，対比すると両者

間に顕著な相違は見出し得なかつた。興味ある事は所謂アレルギ｛性変化と見徹される浮腫，エオジ

ノフイIJ　’一，繊維素様膨化等が，対照群に於ても予想外に多く発見された事官之は原病巣たる副鼻

腔はアレルギ←の状態を來して居るが，唯所謂アレルギニの遠隔作用に依る心筋障碍を明示するに至

らす，心電図にも変化を見るに至らなかつたものと考えられたoこの事は慢性副鼻腔炎の予後を考慮

するに当り，1つの示唆に富む事実であると云えよう。　　　，

　欄筆するに当り，鈴木教授の御指導，御校閲に深謝し，病理学：教室，矢川助教援の御教示に感謁1の意を表する。

　爾ほ本論文の要冒は日木耳鼻咽喉科学会第52回総会，並に信州地方会第2回絶会の席上報告したo
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